
12

で
）
の
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。

●

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁

舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７
１
４

　

10
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
行
政

相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
行
政
機
関
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
り
ご
と
・
要
望
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す

る
も
の
で
す
。

　

相
談
週
間
中
に
は
、「
特
設
行
政

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
24
日
㈭
／
午
後
１

時
〜
３
時

●

会
場　

本
庁
舎
地
下
第
１
会
議

室

●

行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち
だ田
宜よ

し
え枝
（
郭
内
151
）
☎
㉓
３

５
１
８

▽
中な

か
む
ら村
周し

ゅ
う
じ
ょ
う
常
（
本
町
26
）
☎
㉓
４

３
５
７

▽
鈴す

ず
き木
博ひ

ろ
ゆ
き之
（
表
郷
番
沢
字
樋
ノ

口
62

１
）
☎
32
３
１
５
７

▽
内な

い
と
う藤
直じ

き
ほ
う方
（
大
信
下
小
屋
字
西

宿
225
）
☎
46
２
５
４
７

▽
水み

ず

の

や

野
谷
正ま

さ
あ
き明
（
東
栃
本
字
市
倉
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《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

●

日
時　

10
月
26
日
㈯
〜
11
月
４

日
㈪
／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

内
容　

す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
賞
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
１
０
０
人
）

《
ツ
ア
ー
》

●

日
時　

10
月
26
日
㈯
／
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
30
分

●

定
員　

▽
写
経
・
座
禅
コ
ー
ス

20
人　

▽
戊
辰
と
八
重
コ
ー
ス　

25
人　

※
要
予
約
（
先
着
順
）

　

巨
大
エ
ア
遊
具
な
ど
、
子
ど
も

が
屋
内
で
思
い
切
り
遊
べ
る
「
赤

十
字
す
ま
い
る
ぱ
ー
く
」
を
開
催

し
ま
す
。
20
日
に
は
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

10
月
16
日
㈬
〜
24
日
㈭

▽
平
日　

午
後
１
時
〜
５
時　

▽

土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
5
時

●
会
場　

市
国
体
記
念
体
育
館

（
北
中
川
原
）

問
赤
十
字
す
ま
い
る
ぱ
ー
く
事
務

局
☎
０
１
２
０

９
１
３

４
５
４

●

受
給
資
格
者　

身
体
ま
た
は
知

的
・
精
神
に
、
中
度
ま
た
は
重
度

の
障
が
い
を
有
す
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
看
護
し
て
い
る
父
も
し
く

は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

●

支
給
制
限　

受
給
資
格
者
お
よ

び
扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年
の
所

得
が
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
そ

の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま

22
）
☎
34
３
２
３
５

※
自
宅
等
で
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　

内
２
３
１
３

／
各
庁
舎
総
務
課　

表
郷
☎
32
２

１
１
１　

大
信
☎
46
２
１
１
１

東
☎
34
２
１
１
１

●
日
時　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
会
場　

白
河
関
の
森
公
園
（
旗

宿
）

●
内
容　

手
打
ち
そ
ば
や
石い

し
が
ま窯
焼

き
ピ
ザ
等
の
販
売
の
ほ
か
、
子
ど

も
が
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

問
白
河
旗
宿
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
本
庁
舎
観
光
課
内
）
内
２
２
１
３

　

県
で
は
、
文
化
活
動
支
援
を
目

的
に
、
12
月
1
日
か
ら
平
成
26
年

3
月
31
日
ま
で
に
行
う
対
象
事
業

を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

対
象
事
業　

県
内
に
住
所
ま
た

は
活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
・

団
体
の
行
う
文
化
活
動
（
成
果
発

表
事
業
、
発
表
会
等
へ
の
参
加
事

業
、
文
化
財
の
保
護
事
業
な
ど
）

●

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈭
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

　●

日
に
ち
・
会
場　

▽
第
1
回　

11
月
1
日
㈮
／
郡
山
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
郡
山
市
朝
日
）　

▽

第
2
回　

11
月
2
日
㈯
／
杉
妻
会

館
（
福
島
市
杉
妻
町
）

＝
共
通
＝

●

時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

●

内
容　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と

対
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員

の
活
動
事
例
等

●

定
員　

各
50
人　

※
先
着
順

●

受
講
料　

無
料

●

申
込
期
限　

10
月
21
日
㈪
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

問
県
環
境
共
生
課
☎
０
２
４

５

２
１

７
２
４
８

21 20

募
集

●

参
加
料　

５
０
０
円

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
３

●
日
時　

11
月
６
日
㈬
／
午
後
７

時
〜
９
時

●
定
員　

30
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

２
、
１
０
０
円

●
申
込
期
限　

11
月
１
日
㈮
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

●
日
時　

11
月
7
日
㈭
・
14
日
㈭

・
21
日
㈭
／
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　

※
す
べ
て
参
加
で
き
る
方

●
会
場　

城
山
公
園
（
郭
内
）

●
内
容　

初
歩
的
な
松
・
梅
な
ど

の
せ
ん
定　

※
終
了
後
、
希
望
者

は
樹
木
の
里
親
制
度
加
入

●
定
員　

30
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

10
月
23
日
㈬
ま
で

問
本
庁
舎
観
光
課　

内
２
２
１
３

●

派
遣
国　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

●

期
間　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

〜
29
日
㈬

●

資
格
要
件　

県
内
に
居
住
し
、

農
業
に
従
事
す
る
20
歳
以
上
の
方

●

申
込
期
限　

10
月
25
日
㈮
ま
で

※
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

問
福
島
県
国
際
農
友
会
事
務
局
☎

０
２
４

５
２
４

１
２
０
１

　

市
内
の
高
齢
者
施
設
４
か
所
を

巡
り
、
介
護
へ
の
理
解
を
深
め
る

ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
12
日
㈫
／
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

５
０
０
円
（
昼
食
代
）

●
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈭
ま
で

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　

内
２
７

２
２

　

廃
棄
パ
ソ
コ
ン
は
、
小
型
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
、

10
月
か
ら
「
燃
え
な
い
ご
み
」
の

指
定
袋
で
回
収
し
ま
す
の
で
、
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ー

ボ
ー
ド
・
マ
ウ
ス
・
ケ
ー
ブ
ル
な

ど
の
付
属
装
置
も
含
み
ま
す
。
指

定
袋
に
入
ら
な
い
パ
ソ
コ
ン
は
、

西
白
河
地
方
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
持
参
す
る
か
、
粗
大
ゴ
ミ
の
戸

別
収
集
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
４

　

市
消
防
団
秋
季
検
閲
の
た
め
、

10
月
27
日
㈰
午
前
７
時
よ
り
、
消

防
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
６

廃
棄
パ
ソ
コ
ン
収
集
開
始

樹
木
せ
ん
定
講
習
会

赤
十
字
す
ま
い
る
ぱ
ー
く

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

高
齢
者
施
設
巡
り
ツ
ア
ー

・
あ
っ
た
介
号

案
内

う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
養
成
研
修
会

第
４
回
ち
ょ
い
飲
み
ツ
ア
ー
参
加
者

県
文
化
振
興
財
団
助
成
事
業

ぐ
る
り
白
河
文
化
遺
産
め
ぐ
り

農
業
経
営
者
海
外
派
遣
研
修
生

特定健診を受けましょう
　特定健診は10月31日㈭で終了します。
国民健康保険に加入する40歳以上の方で、
まだ受診していない方は、指定の医療機関
で受診しましょう。受診券を紛失した場合
は再交付できますので、ご連絡ください。
　なお、通院治療中の方も特定健診の対象
となります。受診の要否は、主治医にご相
談ください。
　特定健診は、各医療機関に直接お申し込
みください。
問本庁舎国保年金課　内2176

●日時　11月３日㈷／午前10
　　　　 時～午後３時30分　
●会場　東

こ ち

風の台運動公園内（東
釜子）

●内容　五合飯早食い大会、日
本一に挑戦！シリーズ
「コンコン焼」、ステ
ージイベントなど

問サンライズひがしフェステ
ィバル実行委員会事務局（東
庁舎事業課内）☎342115

サンライズひがし
フェスティバル2013

行
政
相
談
週
間

消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

案
内

特
別
児
童
扶
養
手
当

収
穫
祭
・
そ
ば
ま
つ
り
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問
白
河
天
文
同
好
会　

小お
ぐ
ら椋
☎
㉓

３
６
９
６

●

日
時　

10
月
29
日
㈫
／
午
後
6

時
30
分
か
ら

●

会
場　

市
立
図
書
館
地
域
交
流

室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

橋は
し
も
と本
左さ

な
い内
の
「
啓
発
録
」

に
学
ぶ

●
入
場
料　

5
０
０
円

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

《
フ
ル
ー
ト　

佐さ
が
わ川
進し

ん
い
ち一
》

●
日
時　

10
月
20
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

《
オ
ペ
ラ　

久く

ぼ

た

保
田
束つ

か
ほ穂
》

●
日
時　

11
月
17
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
４
時
45
分
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各
庁
舎
総
務
課
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　

内
２
３
２
７

　

小
・
中
学
生
で
将
棋
を
通
じ
て

友
達
を
作
り
た
い
方
、
将
棋
に
興

味
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
２
日
㈯
〜
３
月
15

日
㈯
（
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
）

／
午
前
10
時
〜
正
午

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

参
加
料　

２
、
０
０
０
円

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
将
棋
連
盟
白
河
支
部　

遠え
ん
ど
う藤

☎
０
９
０

１
９
３
３

５
０
３

１
／
ＦＡＸ
㉘
２
４
１
７

●

日
時　

10
月
19
日
㈯
／
午
後
５

時
30
分
〜
７
時　

※
曇
り
や
雨
の

場
合
は
中
止

●

会
場　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
駐
車
場

（
駅
交
番
西
側
）

●

内
容　

望
遠
鏡
を
使
っ
た
お
月

見
、
星
団
の
観
察

●

参
加
料　

無
料

　　　

平
成
26
年
度
の
建
設
工
事
・
測

量
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

●

期
間　

11
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

（
平
日
の
み
）

●

申
請
用
紙　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
方
法　

必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
指
定
の
色
の
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
、
本
庁

舎
工
事
契
約
検
査
課
（
２
階
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
（
平
成
25
・
26
年
度
の

2
年
間
）
登
録
さ
れ
た
方
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
工
事
契
約
検
査
課　

内

２
２
５
２

▽
県
民
手
帳
（
横
罫
版
・
カ
レ
ン

ダ
ー
版
）　

各
５
０
０
円　

▽
県
勢
要
覧　

１
、
５
０
０
円

●

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈭
ま
で

●

申
込
先　
本
庁
舎
企
画
政
策
課
、

22

案
内

23

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
今
井
珠
泉
画
伯
の
迫
力
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

院
展
と
は
、
日
本
美
術
院
開
催
の
公
募
展
を

い
う
。
明
治
31
年
、
岡お

か
く
ら倉
天て

ん
し
ん心
ら
が
美
術
院
を

結
成
し
、
絵
画
展
を
催
し
た
の
が
始
ま
り
。
そ
の

後
一
旦
解
散
し
、
横よ

こ
や
ま山
大た

い
か
ん観
ら
が
再
興
し
た
こ

と
か
ら
、
再
興
院
展
と
称
し
秋
に
開
か
れ
て
い
る
。

再
来
年
は
そ
の
百
年
に
あ
た
る
。
出
品
者
に
は

序
列
が
あ
る
。
一
般
、
研
究
会
員
、
院
友
、
特

待
、
招
待
そ
し
て
同
人
。
先
生
は
最
高
位
の
同
人
。

こ
れ
ま
で
、
本
県
で
は
４
人
し
か
出
て
い
な
い
。

　

入
選
３
回
で
院
友
、
入
選
20
回
ま
た
は
大
観
賞

１
回
で
特
待
、
奨
励
賞
15
回
ま
た
は
大
観
賞
２
回

で
招
待
、
が
推
挙
の
条
件
。
招
待
の
中
か
ら
、
高

い
芸
術
性
と
人
間
性
を
備
え
た
人
が
同
人
に
選

ば
れ
る
。
同
人
は
現
在
32
人
。
同
人
へ
の
道
は

険
し
く
遠
い
。
憧あ

こ
が

れ
の
地
位
に
は
厳
し
さ
も
伴

う
。
院
展
に
は
毎
回
出
品
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
生
半
可
な
絵
で
は
尊
厳
を
お
と
し
め
る
。

大
変
な
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
だ
。
同
人
を

除
き
、
地
位
が
上
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
入
選
す
る

保
証
は
な
い
。
老
い
も
若
き
も
な
い
。
今
回
も

99
才
の
女
性
画
家
が
い
る
一
方
、
先
生
が
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を

と
っ
た
大
学
の
若
い
教
え
子
も
い
る
。

　

同
人
で
構
成
す
る
審
査
会
で
、
過
半
数
の
手
が

挙
が
ら
な
い
と
入
選
で
き
な
い
。
厳
粛
な
空
気

の
中
、
一
枚
の
絵
は
わ
ず
か
数
秒
で
当
落
が
決
ま

る
と
い
う
。
渾こ

ん
し
ん身
の
力
で
半
年
か
け
た
作
で
も
、

実
績
の
あ
る
人
の
作
で
も
一
切
斟し

ん
し
ゃ
く酌
な
し
。
全

て
実
力
が
も
の
を
い
う
。
院
展
で
は
レ
ベ
ル
を

維
持
す
る
た
め
、
入
選
数
は
２
７
０
程
度
に
絞
る
。

毎
年
新
人
が
力
を
つ
け
て
く
る
。
勢
い
、
何
人
か

の
ベ
テ
ラ
ン
が
脱
落
し
て
い
く
。
弱
肉
強
食
、
容

赦
の
な
い
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
先
生
は
、

「
凡
人
だ
か
ら
勉
強
し
な
く
て
は
生
き
残
れ
な

い
」
と
自
ら
を
叱し

っ

た咤
し
、
よ
り
厳
し
い
立
場
に
追

い
こ
み
名
を
な
し
た
。
一
筋
の
細
い
道
を
、
よ
く

ぞ
こ
こ
ま
で
歩
い
て
き
た
も
の
だ
、
と
し
み
じ
み

述じ
ゅ
っ
か
い懐
さ
れ
て
い
る
。

　

今
月
か
ら
小
峰
城
の
石
垣
の
修
復
が
始
ま
る
。

震
災
か
ら
の
復
旧
事
業
と
し
て
は
最
後
の
大
仕

事
に
な
る
。
崩
れ
た
石
の
う
ち
使
え
る
も
の
は

再
利
用
し
、
往
時
の
工
法
で
積
み
直
す
。
東
北

の
関
門
と
し
て
北
に
備
え
築
か
れ
た
小
峰
ケ
岡

の
城
は
、
見
事
な
石
垣
を
誇
る
名
城
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。
修
復
に
あ
た
り
、
国
指
定
の
史
跡
と
し

て
、
財
政
面
や
技
術
面
で
文
化
庁
の
全
面
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
の
は
心
強
い
。

　

小
峰
城
が
歴
史
・
文
化
的
に
重
要
な
史
跡
で

あ
る
と
し
て
、
国
の
指
定
を
受
け
た
の
は
震
災
の

７
か
月
前
。
市
長
に
就
い
た
直
後
、
石
垣
が
長
い

年
月
と
樹
根
の
圧
力
で
、
見
た
目
に
も
大
き
く
ふ

く
ら
み
崩
落
を
案
ず
る
声
を
耳
に
し
た
。
す
ぐ

に
指
定
に
向
け
た
作
業
を
急
い
だ
の
が
幸
い
し

た
。
文
化
庁
と
の
協
議
が
数
か
月
遅
れ
た
ら
間

に
合
わ
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
間
一
髪
、
胸
を
な
で

お
ろ
し
た
。
完
了
に
は
４
年
程
度
要
す
る
が
、
壮

麗
な
石
垣
の
再
現
を
待
ち
た
い
。

　

さ
て
秋
の
院
展
で
本
市
出
身
の
今い

ま

い井
珠し

ゅ
せ
ん泉
先

生
が
、
最
高
栄
誉
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た
。

福
島
県
で
は
初
め
て
の
快
挙
で
あ
り
、
市
を
あ
げ

て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
県
外
在
住
功
労
者

の
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
先
頃
ま
で
し
ら
か
わ

大
使
を
引
き
受
け
て
頂
く
な
ど
、
県
や
市
の
美
術

・
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
珠
泉
は

雅が

ご

う号
。
恩
師
か
ら
王
を
頂
き
「
珠
」
と
し
、
下
に

は
水
を
た
た
え
た
南
湖
か
ら
「
泉
」
と
し
た
と

の
こ
と
。
美
し
い
真
珠
に
こ
ん
こ
ん
と
涌
く
泉
。

な
ん
と
雅み

や
び

で
き
れ
い
な
名
で
し
ょ
う
。

　

題
は
「
流
氷
幻
想
」（
本
紙
最
終
面
に
掲
載
）。

縦
２
ｍ
・
横
2.5
ｍ
の
大
作
。
先
生
は
、
流
氷
や
北

の
大
自
然
で
命
を
つ
な
ぐ
ワ
シ
・
タ
カ
を
題
材

に
す
る
。
４
年
前
の
文
部
科
学
大
臣
賞
も
流
氷

と
上
空
を
舞
う
オ
ジ
ロ
ワ
シ
を
描
い
た
。
今
回

は
流
氷
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
。
右
は
全

て
氷
、
左
は
溶
け
始
め
た
氷
の
裂
け
目
か
ら
顔
を

出
す
海
面
に
、
月
が
煌こ

う
こ
う々

と
照
る
。
近
づ
い
て

目
を
こ
ら
す
と
、
氷
の
表
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
、
氷
と
氷
は
ぶ
つ
か
り
盛
り
あ
が
る
。

細
部
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
写
実
に
魅
入
っ
た
。

そ
れ
に
氷
に
は
定
ま
っ
た
形
が
な
い
。
形
の
な

い
も
の
を
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
し
、
白
で
表

情
を
出
す
に
は
優
れ
た
創
作
力
が
い
る
。
ま
た

海
が
氷
と
交
わ
る
と
こ
ろ
は
、
深
い
青
に
白
が
ま

じ
る
微
妙
な
色
あ
い
に
な
る
。
深ふ

か
あ
お青
の
上
に
塗

っ
た
白
を
、
雑ぞ

う
き
ん巾
で
巻
き
あ
げ
る
よ
う
に
ふ
き
、

こ
の
色
を
出
す
。
思
い
も
よ
ら
な
い
道
具
を
用

い
、
真
に
迫
る
技
量
に
驚
く
ば
か
り
。

　

流
氷
は
神
秘
的
。
ア
ム
ー
ル
川
の
水
が
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
に
流
れ
こ
み
氷
が
で
き
、
シ
ベ
リ
ア
の

風
と
海
流
に
運
ば
れ
、
北
海
道
東
沿
岸
が
一
面
氷

で
埋
め
つ
く
さ
れ
る
。
や
が
て
春
に
な
り
、
氷
が

ゆ
る
む
「
海
明
け
」
を
迎
え
る
。
先
生
は
「
風
景

が
身
体
に
し
み
こ
む
」
ま
で
流
氷
の
地
に
足
を

運
ぶ
。
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
自
ら
も
風
景
の
一

部
と
な
り
対
象
を
見
つ
め
る
。

　

こ
の
絵
で
、
一
面
の
氷
は
真
冬
を
、
溶
け
始
め

た
氷
は
春
、
月
は
夜
明
け
を
暗
示
し
て
い
る
。
厳

し
い
冬
と
そ
の
先
に
あ
る
喜
び
と
希
望
を
表
し

て
い
る
。
震
災
と
原
発
に
苦
し
む
福
島
へ
の
支

援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
先
生
は
、
私

が
総
理
大
臣
賞
に
値
す
る
か
ど
う
か
、
来
年
の
作

品
で
真
価
を
問
い
た
い
と
話
さ
れ
て
い
る
。
画

は
格
闘
技
で
あ
る
と
い
う
先
生
は
83
才
。
た
じ

ろ
ぐ
ほ
ど
の
気
力
で
あ
り
、
意
欲
に
満
ち
て
い
る
。

今
井
画
伯
の
さ
ら
な
る
挑
戦
は
続
く
。

＝
共
通
＝

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
特
設
ス
テ
ー
ジ（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

10
月
26
日
㈯
／
午
後
6

時
30
分
〜
８
時
30
分

●

会
場　

カ
フ
ェ
バ
ー
ル
茶
房
瑠

（
中
町
）

●

内
容　

▽
祐ゆ

う
き生
カ
オ
ル　

弾
き

語
り　

▽
吉よ

し
だ田
麻ま

り

か

里
香　

リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

●

料
金　

１
、
０
０
０
円
（
ワ
ン

ド
リ
ン
ク
付
）
※
県
南
地
区
の
避

難
者
は
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ら
か
わ
市
民
活
動

支
援
会
☎
㉛
７
５
９
５

《市民音楽祭》　

《錦
にしきおり

織健
けん

テノールリサイタル》

第17回しらかわ音楽の祭典

ま
ち
か
ど
伝
言
板

渡わ
た
な
べ邉

五ご
ろ
う郎

三さ
ぶ
ろ
う郎

講
演
会

県
民
手
帳
・
県
勢
要
覧
予
約
受
付
中

建
設
工
事
等
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請

こ
ど
も
将
棋
道
場

市
民
天
体
観
望
会

音
楽
と
癒
し
の
会

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

●日　時　11月９日㈯／午後２時
　　　　　から（午後１時開場）
●会　場　市民会館（手代町）
●入場料
　▷指定席券　一　般　2,000円
　　　　　　　子ども　1,000円
　▷自由席券　一　般　1,000円
　　　　　　　子ども　　500円
●チケット販売所
　市民会館、えきかふぇ SHIRAKA
　WA、ヲガタ楽器店、文化セン
　ター、東文化センター、文化振
　興課　※指定席券は、文化セン
　ターのみ取り扱い
問本庁舎文化振興課　内2384

　小・中学生、高校生および一般
団体の合唱・合奏
●日　時　11月２日㈯／午前９時
　　　　　から（午前８時30分開
　　　　　場）
●会　場　市民会館（手代町）
●入場料　無料


